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れた言語能力を身につけさせるのは、理想とすべき
目標にとどまる（もちろん、一部の高校でそのよう
な実績を上げていることを否定するものではない）。
魅力的だが実現困難な理想像を描くよりも、実現可
能な方法論を模索する方が賢明である。そのために
は、「読む」ことを4技能の中心に位置づけたうえで、
他の3技能（「書く」「聞く」「話す」）と有機的に関
連づける具体的な方法論を創意工夫する道を探るこ
とが現実的な選択となる。
教科書編纂にあっては、適切な題材の選択のもと
にコミュニケーション志向の活動を組み込んでいく
のが望ましい。英語教育において、語彙や文法の習
得が重要であることは言うまでもないが、それだけ
では十分ではない。題材内容によって、生徒の知的
好奇心を満たしたり、これまでに接したことのない
ような世界に案内したり、ものを考える新たな視点
を提供したりすることも、きわめて重要である。英
文を読むことで、環境、歴史、生き方、社会問題な
どさまざまなテーマについて深く考えることを通じ
て、新たな世界観を形成することも、英語教育に求
められる重要な役割だと言える。
コミュニケーション志向といっても、「伝えるべ

き内容」を持たない人材を生み出すことが、英語教
育の目標ではない。「伝えるべき内容」を持ち、自
らの視点で考えていること、感じていることを他者
に発信することができる人材こそ、グローバル人材
と呼ぶに相応しい。旅行で使える定型表現を暗唱す
ることを一概に否定するわけではないが、それで直
ちに「使える英語」が身についたとするのは、言語
の本質をわきまえない妄言である。
蛇足ながら付け加えれば、筆者は先に個人的体験
に基づいて、読解力重視の英語教育の存在価値につ
いて論じたが、このことは従来の文法訳読式授業を
そのまま全面的に支持するということではない。文
の構造を説明し日本語に訳して終わり、という授業
ならば、本当の意味での読解力の養成にはつながら
ない。自らの視点でテクストを解釈し、批判的に読
むことが重要である。つまり、「思考力を促す英語
教育」といった観点から、生徒をテクストと向き合
わせる必要がある。
『CROWN』シリーズで〈Optional Reading〉を
設け、本課の内容に関連した読み物を提示している
のは、自由な発想を促すためでもある。また、〈Food 

for Thought〉は批判的な思考力を促すことを目論
んだものであり、『Ⅲ』の〈Activities〉において、
本課の内容についてモデルとなる意見を提示したう
えで、自分の意見を英語でまとめる課題を出してい
るのも、同様の趣旨からである。つたない英語でも
よい、「伝えるべき内容」を英語で発信してはじめ
て、真の意味でのコミュニケーション志向の英語教
育が実現したと言えるだろう。
最後になるが、英語の基礎力を養うためには、「音
読」が大切であることを強調しておきたい。同時通
訳の草分け的存在である國弘正雄氏は、「只

し

管
かん

朗読」
ということばを造語し、ただひたすらに音読するこ
との大切さを強調しているが、音読を通じて英語の
発音やリズムを体感するとともに、英語の思考回路
を自分のなかに取り込むことができるのである。音
読によって英語の意味世界が自分のなかで立ち上
がってくるようになれば、コミュニケーション能力
の基礎作りに向けた確実な一歩となる。
音読はすぐに目立った変化をもたらさないかもし
れないが、確かに有効な活動である。野菜作りをす
る際に、まず畑の土壌作りが大切だと言われる。こ
れを怠ると、野菜はひ弱で、本来の味を欠いたもの
になるらしい。土壌作りは手間暇のかかる作業だ
が、これがあって初めて豊かな収穫をもたらすこと
が期待できるのである。音読はすぐに結果をもたら
すことはないかもしれないが、確かなコミュニケー
ション能力の基礎作りにつながるのである。

おわりに

本稿では、読解重視の英語教育とコミュニケー
ション志向の英語教育という二つのアプローチをめ
ぐって、両者が二律背反の関係にあるものではない
ことを論じた。高校英語教育にとっては、「読む」こ
とを重視しつつも、他の技能と有機的に関連付ける
ことは十分に可能であるばかりでなく、基礎力を養
う意味においても重要である。二つのアプローチを
いかに統合していくのかという問題は、現場の教師
の熱意と創意工夫にかかっている。その意味で、今
ほど英語教育がやりがいのある時代はないのかもし
れない。『CROWN』シリーズがそのような目標に向
かって、英語教師の皆様の力強い味方となることを
願う次第である。
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伝わる英語を発信するための
文法力
法政大学　飯野  厚

英語の基礎力とは

教育現場から「コミュニケーション以前に基礎力
が足りない」、「生徒に基礎力を付ける必要がある」
といった声をよく耳にします。さて、英語の基礎力
とはどのような力なのでしょうか。いろいろな定義
があると思いますが、私は「音声・単語・文法の3

領域における知識を、聞く・読む・書く・話すとい
う4技能で運用できる力」と定義できるのではない
かと思います。
この定義に照らしてみると、MY WAY English 

Communicationシリーズは基礎力をまんべんなく
網羅して学習できるようにしています。ただし、現
在の高校現場の現実とニーズを加味し、語彙、文法、
リーディングに重みを付けて編集しています。それ
は、『MY WAY English CommunicationⅠ・Ⅱ・Ⅲ』
（以下、『MY WAY Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』）の最終的な到達目標
を、センター入試レベルの英文が一定の理解度と速
度で読めるようになること、しているからです。語
彙については、シリーズ全体で中学校既習扱いの語
も含めて3,000語を網羅できるようにしています。
そこで、本稿では、MY WAY English Communication

シリーズが最も重視している基礎力として「文法」
の扱いに焦点をあてます。

1. 学習指導要領における文法の扱い
現行学習指導要領では、指導すべき文法項目が以
下の8つに大綱化されました。具体的には、「不定詞」
「関係代名詞」「関係副詞」「助動詞」「it が名詞用法
の句・節を指すもの」「動詞の時制」「仮定法」「分
詞構文」です。文型については、「文構造のうち、
運用度の高いもの」という文言のみとなっていま
す。そしてまたこれらの文法事項は、「コミュニケー
ション英語Ⅰ」において，言語活動と効果的に関連

付けてすべて指導すること、とされています。この
点については、先述の基礎力の定義にかなった内容
と言えます。文法の知識を有するだけでなく、それ
を4技能に応用できるように指導することが求めら
れています。

2. 品詞の認識―中高の橋渡しとして
高校生が文法の学習においてつまずくポイントと
して、品詞の認識が挙げられます。中学校では、専
門的な文法用語をあまり使わないで指導する傾向が
ある一方、高校では文構造の説明には品詞名を使う
ことが一般的です。高校1年生でのつまずきを防ぐ
ために、『MY WAYⅠ』の巻頭にStarterとして以下
のような内容を置きました。①「文を作る品詞のい
ろいろ」（単語例と品詞名の意味的定義）、②「文の
中心となる動詞」（自動詞と他動詞の区別）、③「語
の順序と文型」、④「文の中のまとまり－句と節」で
す。可能な限り長い説明は避け、語句や文の例を多
用して表などでビジュアルに提示しています。
なお、ここは本レッスンではありませんので、ま
ずは①の品詞について触れる程度で扱ってもらえる
と良いと考えています。②以降は、本課の指導を進
めながら、適宜参照するような使い方をお勧めしま
す。

3. スパイラル式に文法知識の深化を図る
文法学習の理想は、英語をコミュニケーションの
場面で使いながら習得することです。しかし、学校
の1科目として英語を学ぶ日本人学習者にとって、
口頭によるコミュニケーションのために英語を使う
チャンスはきわめて少ないのが現実です。従って、
「使いながら学ぶ」という際の「使う」場面はリーディ
ングによってメッセージを受け取るコミュニケー
ションが主となります。
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『MY WAY』では文法事項をスパイラル式で理解
して深化させられるように、文法の配列を組み立て
ました。具体的には中学校の文法事項の復習、『Ⅰ』、
『Ⅱ』と3段階で、文型および8つの文法項目を扱っ
ています（表参照）。

表の『MY WAYⅠ』では1レッスンの中で、最初
のセクションで中学校レベルの文法（表中の下線部）
を扱い、後で高校レベルの文法事項を導入します。
例えば、表の『MY WAYⅠ』のLesson 4では、
高校レベルの「助動詞のついた受け身」を導入する
前に、1セクション目で「助動詞」、2セクション目
で「受け身」を扱っています。このように、1つのレッ
スンで、関連した文法事項を復習しながら新たな文
法事項を導入するようにしています。さらに、『MY 

WAYⅡ』の7課では〈助動詞＋have＋過去分詞〉、
〈wouldを使った表現〉と、発展的に積み上げます。
『MY WAYⅠ』と『Ⅱ』の文法事項の配列につい
ては、題材の中身やテーマによって、最も適した文
法事項の組み合わせを調整しました。例えば、仮定

法過去完了を含めるには、『Ⅱ』の題材Lesson 9 

Charles Chaplinのように、過去のことを中心に語
る題材が適しています。また、完了進行形や未来進
行形などさまざま時間の切り取り方を示すために
は、Lesson 6 Space Elevator（宇宙エレベーター）
のような開発の経緯と未来への夢がある科学ものが
適しています。
このように、『MY WAY』は高校生の琴線に触れ

る題材を配置しながら、文法の習得を促します。

4. 発信のための簡潔でビジュアルな文法説明
各セクションにはGrammarのコーナーがありま

す。これはリーディングによるメッセージの理解を
経た段階で文法的に振り返るというFocus on Form

の手法に即しています。
簡潔な文法説明として、日本語で「○○という言
い方」＝ 英語で「△□という形」という数式的な提
示方法を採っています。現在進行形ならば「～して
いる・～しつつある」＝［be動詞＋～ ing］という
具合です（Ⅰ, Lesson 3）。ここでは、日本語による
メッセージがあることを大切にして、そのメッセー
ジを正確に伝えるために文法（form）があることを
強調しています。
ビジュアルな説明方法として、本文からの文例に
色の網掛けを施して、主語や述語動詞などを示すよ
うにしています。また、完了形など、図解を用いた
説明が有効な文法項目は絵を使って概念的なイメー
ジを伝えるようにしました。そのほかに、傍線など
で文中の語句の関係を結びつけるなど、先生方が授
業において板書するような情報も含めています。
発信のための文法として、ターゲット文の後の追
加的な文法説明において、「使う」「表す」というこ
とばを多く使っています。例えば、文型SVOの説明
では、「目的語には名詞を使います。」という説明で
す。旧来の「目的語になれるのは名詞です」といっ
た現象の説明調とは異なります。英語を解釈するた
めだけに文法知識を得るのではなく、学んでいる学
習者がその文法事項を使ってメッセージを伝えるこ
とを想定しています。
この他に、シロクマのキャラクターに

よる発言があります。ここでは、生徒に
とって文法理解のヒントとなるような情
報や、先生方が授業でひとこと気づきを

与えるときのワンポイントを示しています。生徒が
文法事項のつながりに気づいたり、発展的にとらえ
るためのヒントになればと願っています。

5. 対話体による文法演習
文法事項の説明につづく演習問題（TRY!）は基本
的に対話体になっています。文法学習はとかく文語
体が中心となりがちですが、口語体による対人的な
文脈での扱いになっています。最小対の対話です
が、生徒が学んだ文法事項が話し言葉として実際に
使われるという可能性に気づいてもらえるとよいと
考えています。問題自体は、平易な選択式や語順整
序なので、問題を解いた後に生徒同志ペアで、英語
を声に出しながら答え合わせをしたり、定着のため
に、音読に利用したりすることをお勧めします。
なお、各レッスンの第1セクションだけは、Reading 

Skillコーナーでスペースが不足しているために1文
単位となっています。

6. 総合演習としての課末Exercises
セクション単位の1つの文法項目に関するドリル

とは異なり、課末のExercisesでは、各セクションで
学んだ文法項目を混合した条件で問題を作っていま
す。例えば『Ⅱ』のLesson 3では、第1セクション
で〈It is ... to ～〉の構文と〈It is ... that ～〉構文、
第2セクションでは〈S＋V＋ it...to ～〉の形式目的
語 itの構文、第3セクションでは〈S＋V＋ it...that 

～〉の構文を扱っています。大問1は、この4つの
タイプの文を混在させて各文の空欄に toか thatのど
ちらかを入れる問題です。3つのセクションで学ん
だ様々な文構造の中から〈it...to ～〉、〈it...that ～〉
の使い方を発見するドリルです。

7. 1文レベルの自己表現
Exercisesの中に、ほんの一行だけの自己表現を問

うOne Moreがあります。大問1あるいは大問2の
最後で、習熟した文法項目を使って小さな自己表現
を促すものです。例として、『Ⅱ』の以下のレッス
ンでの文を示します。

課末のOne More の例
L7　助動詞　（昨日すべきだったことは?）
I should have 　　　　　　　　 yesterday.

L8　仮定法　（～がなければどうする?）
Without 　　　　　　   , I would 　　　　　　  . 

L9　分詞構文　（いちばん好きな料理は?）
Speaking of food, I like 　　　　　　　　　 best.

このような一文レベルの自己表現を発展させた活
動が、後に続くSelf-Expressionです。こちらは、そ
の課で学んだ文法事項も含めて、内容重視で話す力
に結びつけるための活動となります。

8. 語彙文法的アプローチによる文法の整理
2レッスンが終わるごとに1ページを割いて、「文
法のまとめ」というコーナーを設けています。この
コーナーは、以下の表のような構成です。

ご覧のように「○○のいろいろ」というタイトル
を多く使っています。この「いろいろ」のもとは、
同じ語（あるいは文法形態素）でありながら、多様な
用法があることです。例えばthatは「あれ、それ」
という指示代名詞、関係代名詞、SVO（that節）の
thatのような接続詞、名詞の内容を説明する同格な
ど、さまざまな用法があります。このように一つの
語が様々な文法的機能を持つことは母語話者にとっ
ては経済的なのですが、学習者にとっては文法学習
が複雑になる原因です。ある程度、文法事項の理解
が蓄積した段階で、一度頭の中で整理しなおすため
のコーナーです。

おわりに

以上、MY WAY English Communicationシリー
ズにおける文法の扱いを紹介しました。細かな点も
紹介しましたが、その裏には著者人の議論と思い入
れがあります。生徒の中に、理解のためだけの文法
ではなく、発信のための基礎力として文法が身につ
いてくれることを願っています。

課 MY WAYⅠ 課 MY WAYⅡ

1 SV / SVO / SVC / SVO1O2 1
SVC, SVO / SVO （O=if節） / 
SVC （C=過去分詞）

2
SVOC / SVO （O=that節） /
比較級・最上級

2
SVO1O2 （O2=if節、that節、
what節） / it seems that ～

3
現在進行形 / 現在完了形 / 

過去完了形
3

It is ... to不定詞 / It is ... 

that ～ / 形式目的語

4
助動詞 / 受け身 / 助動詞
のついた受け身

4
SVOC （C=動詞の原形、過去
分詞） / SVO＋ （to） 不定詞

5
動名詞 / to不定詞 / It is～
to不定詞

5

関係代名詞 / 前置詞＋関
係代名詞 / 関係代名詞・
関係副詞の非制限用法

6
関係代名詞 / SVO1O2

（O2=how to ～）
6

現在完了形 / 現在完了進
行形 / 過去完了進行形 / 

未来進行形

7

現在分詞の形容詞的用法 / 

過去分詞の形容詞的用法 / 

分詞構文
7

助動詞 / 助動詞＋have＋
過去分詞 / wouldを使った
表現 / 完了不定詞

8 関係副詞 / It is ... that ～ 8

仮定法過去 / 仮定法過去
完了 / ifを使わない仮定法 

/ no matter＋疑問詞

9
if節 / 仮定法過去 / I wish 

～ / as if ～
9

分詞構文 （現在分詞、過去
分詞） / 完了形の分詞構文 

/ 付帯状況のwith

10

SVO＋ to不定詞 / SVOC 

（C=動詞の原形、現在分詞） / 
SVO1O2 （O2=if / whether節）

10
同格の that / 倒置 / 省略 / 

強調構文

MY WAYⅠ MY WAYⅡ

① 英語と日本語
の語順

日英による5文型
① いろいろな
　文型

動詞型からみる5
文型

② 過去分詞の
　いろいろ

完了相、受け身、
形容詞

②  itのいろいろ
指示する内容、時間・
天候、形式主語

③  toのいろいろ 前置詞、不定詞
③ 時を表す表現
のいろいろ

現在・過去・進行・
完了・完了進行

④ ～ ingの
　いろいろ

進行相、動名詞、
形容詞、分詞構文

④  wh-語などの
　いろいろ

疑問詞、関係代名
詞、関係副詞

⑤  ifのいろいろ
条件、間接疑問、
仮定法

⑤  thatの
　いろいろ

指示代名詞、関係代
名詞、接続詞、同格


